
令和３年１２月３日 

江戸川区立南葛西第三小学校 

学力向上部 

 

令和３年度 全国学力・学習状況調査 

調査結果概要と改善の取組 
 

 ５月に実施した６年生対象の全国学力・学習状況調査の調査結果概要及び今後の改善の

取組について御報告します。 

 

正答率概要 

 

 国 語 算 数 

本 校 ５５．０％ ６０．０％ 

東京都平均 ６８．０％ ７４．０％ 

全国平均 ６４．７％ ７０．２％ 

 

正答数四分位概要 

 

四分位 
国語（全１４問） 算数（全１６問） 

本校 東京都平均 全国平均 本校 東京都平均 全国平均 

第３四分位 １０．０問 １２．０問 １１．０問 １３．０問 １５．０問 １４．０問 

第２四分位 ８．０問 １０．０問 ９．０問 １０．０問 １３．０問 １２．０問 

第１四分位 ５．０問 ７．０問 ７．０問 ６．０問 １０．０問 ９．０問 

 

国語、算数共に東京都及び全国の平均を下回る結果となった。全国平均と比べ、国語は

－９．７ﾎﾟｲﾝﾄ（東京都平均とは更に－３．３ﾎﾟｲﾝﾄ）、算数は－１０．２ﾎﾟｲﾝﾄ（東京都平

均とは更に－３．８ﾎﾟｲﾝﾄ）であった。 

また、四分位を見ると、国語、算数共に東京都及び全国の平均正答数を下回る結果とな

った。本校の平均正答数は第２四分位の値である国語で８問、算数で１０問であった。 

そこで、全国学力・学習状況調査の結果を踏まえ、各教科の詳細分析を行い、授業改善

の取組に努めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



［国語］ 

正答数分布（横軸:正答数 縦軸:割合）         学習指導要領の区分等の平均正答率の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 区分 
平均正答率（％） 差（ﾎﾟｲﾝﾄ） 

本校 東京都 全国 本校－東京都 本校－全国 

学習指導 

要領の 

内容 

知識及び技能 
言葉の特徴や使い

方に関する事項 
58.7 69.9 68.3 -11.2 -9.6 

思考力、判断力、 

表現力等 

話すこと・聞くこと 66.7 81.8 77.8 -15.1 -11.1 

書くこと 46.9 62.7 60.7 -15.8 -13.8 

読むこと 39.9 53.5 47.2 -13.6 -7.3 

問題形式 

選択式 63.0 75.6 71.7 -12.6 -8.7 

短答式 60.1 71.3 70.6 -11.2 -10.5 

記述式 27.1 44.2 40.2 -17.1 -13.1 

 

分析 

 「学習指導要領の内容」における「言葉の特徴や使い方に関する事項」「話すこと・聞くこと」「書く

こと」「読むこと」の４区分全体にわたって、東京都の平均を下回る結果となった。特に、東京都及び全

国の平均との差が大きかった区分は「書くこと」である。自分の主張が明確に伝わるように、文章全体

の構成や展開を考えて書くこと、また、理由を明らかにしながら、書き表し方を工夫して書くことを苦

手としていることが分かった。また、「問題形式」の「記述式」の正答率及び差にも顕著に表れ、書くこ

とに抵抗感をもつ児童が少なくない。どの区分も連動し、関係性が高い。そのため、主語述語の関係や

思考に関わる語句の使い方、単語の知識等、語彙力を高めるとともに、授業を中心に日頃から書く経験

を積ませる必要があると考える。 

授業改善 

□国語辞書の活用（３年生以上）を積極的に取り入れて、言葉の知識を増やしていく。 

□朝読書のﾌﾙ活用、読み聞かせの実施等、読書環境の充実を図り、活字に慣れ親しませていく。 

□１１月を作文月間と位置付け、朝学習の時間を活用し、ﾃｰﾏ（選択型）に合った百ﾏｽ作文を書く取組を

全校で実施し、書くことへの抵抗感を取り除いていく。 

□国語の授業を中心に、目的や意図に応じて自分の考えや意見を文章にまとめる活動をどの教科にも取

り入れ、文章力を高めていく。 
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［算数］ 

正答数分布（横軸:正答数 縦軸:割合）         学習指導要領の区分等の平均正答率の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 区分 
平均正答率（％） 差（ﾎﾟｲﾝﾄ） 

本校 東京都 全国 本校－東京都 本校－全国 

学習指導要領の

領域 

数と計算 53.1 65.4 63.1 -12.3 -10 

図形 42.4 63.7 57.9 -21.3 -15.5 

測定 65.3 77.7 74.8 -12.4 -9.5 

変化と関係 69.1 79.8 75.9 -10.7 -6.8 

ﾃﾞｰﾀの活用 65.8 79.5 76.0 -13.7 -10.2 

問題形式 

選択式 68.4 80.1 76.0 -11.7 -7.6 

短答式 64.6 79.1 75.8 -14.5 -11.2 

記述式 39.6 56.2 53.0 -16.6 -13.4 

 

分析 

 「学習指導要領の領域」における「数と計算」「図形」「測定」「変化と関係」「ﾃﾞｰﾀの活用」の５区分

全体にわたって、東京都の平均を下回る結果となった。特に、東京都及び全国の平均との差が大きかっ

た区分は「図形」である。複数の図形（三角形や四角形）を組み合わせた図形の面積を底辺や高さの関

係等、図形を構成する要素を的確に捉え、図形の面積の求め方を考えることを苦手とする児童が少なく

ない。また、「問題形式」の「記述式」の正答率及び差にも顕著に表れ、自分の考えを筋道立てて説明す

ることが苦手とする児童が多い。そのため、図形の性質や図形を構成する要素について理解し、それら

の性質を基に、考察することができるようにする必要がある。 

授業改善 

□学習内容と身近な事象とを関係付け、学習への意欲につなげたり、図や数直線等の具体物を提示し、

答えの求め方に必要な情報を見付け出す活動を取り入れ、筋道立てて考えていくことのよさを実感さ

せたりする。 

□東京ﾍﾞｰｼｯｸﾄﾞﾘﾙを活用し、朝学習の時間を中心に、計算問題に繰り返し取り組む機会を設定し、計算

力の向上を図る。 

□立式や答えを求める過程など、式や図、言葉を用いてまとめる自力解決の場面やそれぞれの考えに触

れる交流活動を設定し、ｺｰｽの実態に応じながら児童一人一人の論理的思考力を高めていく。 
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